
 

 

 

 

 

２０１５年９月２４日 

 

【業界初】外国人旅行者向け『訪日旅行保険』の開発  

 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社（社長：二宮 雅也、以下「損保ジャパン日本興亜」）は、外国人旅行者が日本

入国後に加入できる業界初の『訪日旅行保険』を開発しましたのでお知らせします。 

本保険は、外国人旅行者の日本滞在中の病気やケガによる治療費用等を補償するインターネット加入専用保険   

です。２０１６年２月以降に販売を開始する予定です。 

 

 

１．商品開発の背景 

２０１４年の訪日外国人旅行者数は、過去最高の約１，３４１万人に到達し、日本政府は東京オリンピックが開催    

される２０２０年までに年間２，０００万人とする目標を掲げています。 

 

   一方、外国人旅行者は、日本滞在中の病気やケガの際に、「どの医療機関に行くべきかわからない」、「健康保険等 

  の給付がないため、自己負担が高額になりやすい」、「言葉が通じない」など多くの不便さや不安を抱えています。 

また、海外旅行保険が普及していない国や地域も多数あることなどから、観光庁の調査によると、旅行保険に加入

していない外国人旅行者の割合は全体の約３０％にのぼり、２０１５年６月に日本政府が定めた『観光立国実現     

に向けたアクション・プログラム ２０１５』では、外国人旅行者の医療費に対する不安軽減のための旅行保険の普及

についても明記されています。 

 

損保ジャパン日本興亜グループでは、これまでも外国人旅行者の受入れに向けた環境整備の一環として、海外   

グループ会社等を通じて、海外で加入する日本向け旅行保険の開発・普及に力を入れてきました。 

このたび、損保ジャパン日本興亜は、外国人旅行者へ更なる安心・安全を提供するために、観光庁との協議を重ね、

外国人旅行者が自国で旅行保険に加入せずに日本に入国した場合でも、入国後に加入できる『訪日旅行保険』を独自

に開発しました。 

 

 

２．商品・サービスの概要 

   『訪日旅行保険』は、外国人旅行者自身のスマートフォン等から簡便にご加入いただけるインターネット加入専用   

商品であり、英語・中国語・韓国語に対応する予定です。 

サービス面においては、専門の医療アシスタンス会社と提携し、約８００の医療機関でキャッシュレス治療を提供し、

また医療知識のある専用のコールセンターを配備することで、外国人旅行者に安心して治療を受けていただける環境 

を整備します。 

 

＜付帯サービスの概要＞ 

    ①医療機関手配サービス 

    ②医療通訳サービス 

       医療の専門知識を有するコールセンタースタッフが、英語・中国語・韓国語での三者間通話に対応します。  

       ２４時間・３６５日利用可能です。 

    ③キャッシュレス治療サービス 

       大都市・観光地を中心とした国内約８００の協力医療機関において、キャッシュレス治療を提供します。 

 

 

 



＜保険加入およびサービス利用フロー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜提携アシスタンス会社の概要＞ 

 

会社名 日本エマージェンシーアシスタンス株式会社 

設立年月 ２００３年1月 

所在地 〒１１２－０００２ 

東京都文京区小石川１－２１－１４ 

概要 日本資本で唯一アシスタンス事業を専業とし、世界規模でサービスを提供する     

アシスタンス会社。２０１５年９月、医療渡航支援企業※として日本初の認証を取得。

（東証ＪＡＳＤＡＱ上場） 

         

※「医療渡航支援企業」とは、日本で医療サービスを受ける外国人旅行者に対し、医療情報の提供や通訳等 

の一連の支援サービスを訪日前から帰国後にわたり提供する事業者として認証を受けた企業のことで、  

一般社団法人Medical Excellence JAPANが認証を行っている。 

 

 

３．今後の展開 

   損保ジャパン日本興亜は、空港、ホテル、鉄道・バス等の交通機関、旅行会社など、保険加入を推奨する箇所を   

幅広く設置し、利便性の高い商品・サービスの提供を通じて、外国人旅行者の安心・安全の充実に貢献していきます。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＯＭＰＯホールディングスは損保ジャパン日本興亜ホールディングス 

およびグループの略称です。 


